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２．事業の概要と成果 

（１）上位目標 事業対象地域の保健状況が改善する 

（２）事業内容 

 

本事業は、住民自身が村独自の「Healthy Village」の概念を策定・

具現化する過程を支援することで、事業対象地域であるパコク郡 40

村における保健状況改善を目指す 3年事業の 2年目にあたる。 

 

プロジェクトタイムテーブルにそって活動は概ね予定通りに進捗し

ており、事業を開始した 2013 年 2月 21 日から 5月 31 日にかけ、下

記の活動を実施した。事業の内容および効果に関する写真は別添①

を参照されたい。 

 

(ア)住民参加による「Healthy Village」を推進するためのマネー

ジメント体制の構築および強化 

2013 年 5月 10 日に、より効果的なアクションプラン実施や基礎保

健スタッフとの積極的な連携の点から選ばれた Good Practice4 村

（Nyaung Hla 村, Zee Kone 村, Chaik 村, Mee Chaung Twin 村）へ

のスタディーツアーを開催し、148 名の VHDC（Village Health 

Development Committee）メンバー及び管轄保健センターの基礎保健

スタッフが参加した。スタディーツアーでは、「保健教育」チームと

「水と衛生」チームの連携や住民を活動に動員する工夫などについ

て、活発な意見交換が行われた。 

 

(イ)住民の基礎的な保健知識の向上 

「Healthy Village」コンセプトの構成要素である基礎保健知識の向

上を目指す活動は、VHDC 副委員会の 1つである「保健教育」チーム

メンバーを中心に推進されている。フェーズ 1事業で、同チームが

作成した保健教育に係るアクションプランが各村で開始され、今期

は、計 114 回の保健教育が実施された。保健教育には述べ 4,910 名

（男性 35％、女性 65％）の住民が参加し、デング熱、個人衛生、栄

養、下痢、急性呼吸器感染症などについて学んだ。 

た。 

 

(ウ)安全な水と衛生に関する環境の改善 

「Healthy Village」コンセプトの構成要素である水と衛生環境の改

善は、VHDC 副委員会の 1つである「水と衛生」チームメンバーを中

心に推進されている。2013 年 5 月に、同チームメンバーを対象に第

2回水と衛生トレーニングを開催し、189 名が参加した。同トレーニ

ングで受講者は、第 1回トレーニング内容の復習に加え、飲み水の

浄化方法や水質検査の過程、IEC 教材の効果的な活用方法などを、

講義形式だけでなくデモンストレーションも通じ学んだ。また、フ

ェーズ 1事業で同チームが作成した衛生活動アクションプランが各

村で開始され、今期は、計 39 回の衛生活動（ごみ収集場所整備、排

水溝整備、清掃活動など）が実施され、述べ 2,954 名（男性 47％、
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女性 53％）の地域住民が参加した。 

 

(エ)基礎ヘルスケアへのアクセス強化 

「Healthy Village」コンセプトの構成要素である基礎ヘルスケアへ

のアクセス強化は、VHDC 副委員会の 1つである「救急処置・緊急患

者搬送」チームメンバーを中心に推進されている。2013 年 3 月から

4月にかけ、同チームメンバーを対象にした救急処置トレーニング

を実施し、237 名が参加した。ミャンマー赤十字のトレーナーが講

師を務め、傷病者アセスメント、火傷や外傷の処置、止血や解毒方

法などが実践を交えて説明された。また、緊急時に救急処置が施せ

るよう、包帯、ガーゼ、消毒液などを含む救急処置キットを同チー

ム会メンバーへ供与した。また、フェーズ 1 事業で同チームが作成

した救急処置・患者搬送に係るアクションプランが各村で開始され、

チームメンバーにより計 8名の患者が近隣の保健施設に搬送された

他、338 名がメンバーから応急処置を受けた。 

その他、基礎ヘルスケア提供側への支援として、2013 年 5月、21

名の既存准助産師を対象にリフレッシャー研修を開催した。研修に

は、郡保健局研修担当者も講師として参加し、妊産婦の栄養、新生

児ケア、危険サインや緊急時のケアなどのテーマについて講義が行

われた。なお、同研修に先立ち、郡保健局スタッフ、管轄保健セン

ターの基礎保健スタッフ、村行政官及び VHDC リーダーとミーティン

グを持ち、研修内容の説明ならびに研修目的の共有、その後のモニ

タリング体制などについて話し合いを行った。 

 

(オ)住民の生計活動に関する知識と技術の向上 

「Healthy Village」コンセプトの構成要素である住民の生計向上に

ついては、VHDC 副委員会の 1つである「生計向上」チームメンバー

を中心に推進されている。今期は、農業・畜産研修初級 4コースの

うち、コース 1（2日間）を実施し、害虫や疫病（農業研修）、養鶏

（畜産研修）などについて、237 名のメンバーが学んだ。 

 

(カ)住民参加による各村個別ニーズの具現化活動（特別コンセプ

ト） 

「Healthy Village」コンセプトの 1つである各村個別ニーズの具現

化活動は、各副委員会の代表者からなる VHDC を中心に進められてい

る。今期は、特別コンセプト活動の案や、必要な費用が計算される

など、各村で特別コンセプトの決定に向けた協議・調整が進められ

た。まだ決定はしていないが、各村の個別ニーズに合わせ、「村内電

化」「コミュニティーセンター建設」などの案が出ている。 

 

（３）達成された効果 

   

 

中間報告時点で、下記の通り成果が確認されている。 

 

・VHDC の 1 つである「水と衛生」チームメンバーを対象とした第 2

回水と衛生トレーニングの事前事後テスト結果を比較したところ、
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正解率が 61％から 94％へと 33 ポイント向上したことを確認した。 

 

・VHDC の 1 つである「救急処置・患者搬送」チームメンバーを対象

とした応急処置トレーニングの事前事後テストの結果を比較したと

ころ、正解率が 39％から 84％へと 45ポイント向上したことを確認

した。 

 

・准助産師トレーニングの事前事後テストの結果を比較したところ、

正解率が 49％から 75％へと 26 ポイント向上したことを確認した。 

 

・VHDC 副委員会の 1つである「生計向上」チームメンバーを対象と

した農業及び畜産トレーニング（初級コース 1）の事前事後テスト

結果を比較したところ、正解率がそれぞれ 42％（畜産）から 79％へ、

7％（農業）から 62％へと向上したことを確認した。 

（４）今後の見通し 引き続きプロジェクトタイムテーブルに沿って、以下の活動を実施

していく。 

 

活動 1．Healthy Village マネージメント体制整備及び強化 

2013 年 7月頃 VHDC 中間ミーティングを、また 2014 年 1 月頃に年次

総会を開催し、各 VHDC の活動進捗状況、直面した困難と克服・改善

方法ならびに成果などについて情報共有を行う。総会には行政関係

者を招待し、VHDC の活動内容を周知するとともに、連携を強化する。 

 

活動 2．基礎保健知識向上に関する活動 

チームメンバーを対象に第 2回保健教育トレーニングを開催する。

引き続き、チームメンバーが住民への保健教育に係るアクションプ

ランを実施し、本事業スタッフは実施状況を定期的にモニタリング

する。またチームメンバー自身が、アクションプラン進捗状況なら

びに目標達成度合いを 2013 年 11 月頃に評価する。 

 

活動 3．水と衛生に関する活動 

引き続きチームメンバーが、衛生活動に係るアクションプラン（ト

イレ建設や環境衛生活動など）を実施する。本事業スタッフは実施

状況を定期的にモニタリングし、必要に応じた側面支援を行う。ま

たチームメンバーがアクションプラン進捗状況ならびに目標達成度

合いを 2013 年 11 月頃に評価する。 

 

活動 4．基礎ヘルスケアへのアクセス強化に関する活動 

引き続きチームメンバーが、救急処置・患者搬送（緊急患者の搬送、

応急処置、健康村基金の設立と運営など）に係るアクションプラン

を実施する。本事業スタッフは実施状況を定期的にモニタリングし、

必要に応じた側面支援を行う。また、基礎保健スタッフらが准助産

師の活動を定期的にモニタリング・指導する体制作りや准助産師が

VHDC メンバーから必要なサポートを得られる仕組み作りを行う。そ
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の他、チームメンバー自身が、救急処置・患者搬送に係るアクショ

ンプランの進捗状況ならびに目標達成度合いを 2013 年 12 月頃に評

価する。 

 

活動 5．生計活動に関する知識及び技術向上に関する活動 

チームメンバーを対象とした農業・畜産研修のコース 2～4を開催す

る他、研修開催後、チームメンバーが住民への生計向上アクション

プランを実施し、本事業スタッフは、農業及び畜産研修専門家を中

心に、その実施状況を定期的にモニタリングする。またチームメン

バー自身が、生計向上アクションプランの進捗状況ならびに目標達

成度合いを 2013 年 8 月頃ならびに 2014 年 1 月頃に評価する。その

他、他団体による農業及び畜産活動や、地方行政運営の試験場を視

察するスタディーツアーを行い、チームメンバーの生計向上に係る

理解を促進する他、地方行政とチームメンバー間の連携を強化する。 

 

活動 6．住民参加による各村個別ニーズの具現化活動 

各村の特別コンセプト活動が決定され次第、VHDC メンバーが中心と

なり、実現に向けた具体的なアクションプラン（活動日程、担当者、

必要投入物）の作成ならびに（住民負担分の）資金調達を開始する。 

 


